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◇平成２７年度 臨時総会
◇平成２７年度補正、平成２８年度当初予算　国の中小企業・小規模事業者対策予算の主なポイント
◇平成２７年度千葉県商工会青年部サクセス交流会開催
◇「障害者の雇用の促進等に関する法律」が改正されました
◇気軽に相談　身近な窓口　～独占禁止法相談ネットワーク～
◇平成２７年度第２回千葉県商工会女性部主張発表大会開催
◇平成２７年度千葉のちから中小企業表彰
◇協会けんぽ千葉支部からのお知らせ
◇平成２８年経済センサス－活動調査「企業構造の事前確認」の実施について
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）
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催
し
ま
し
た

（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
し
、
平
成
二
十
七
年
度
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。。

　
冒
頭
、
花
島
県
連
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、「
本

県
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
、
各
種
調

査
結
果
か
ら
景
気
回
復
を
実
感
で
き
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
、
人
口
減
少
に
伴
う
市
場
縮
小
と

い
っ
た
構
造
的
課
題
と
合
わ
せ
て
、
依
然
厳
し

い
経
営
環
境
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
商

工
会
が
地
域
商
工
業
の
振
興
と
発
展
を
担
う
唯

一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
そ
の
使
命
・
役

割
を
果
た
す
た
め
に
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事

業
計
画
（
案
）
は
、
第
２
次
商
工
会
機
能
強
化

計
画
へ
の
支
援
や
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
な

ど
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る
伴
走
型
支
援
事
業
へ

の
支
援
な
ど
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
こ
の
方
針

に
基
づ
く
重
点
事
業
を
中
心
に
策
定
し
て
お
り

ま
す
。」
と
述
べ
、
併
せ
て
「
今
後
も
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
県
連
合
会
の
事
業
推
進
と
円
滑
な

運
営
に
努
め
、
全
力
で
商
工
会
や
中
小
・
小
規

模
事
業
者
を
支
援
す
る
所
存
で
す
。」と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
上
程
さ
れ
た

六
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
議
案
及
び
平
成
二
十
七
年
度
の
重
点
事
業

は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
議
事
終
了
後
、
神
子
和
夫
千
葉
県
商
工
労
働

部
次
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
に
よ
る

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

開会挨拶をする花島県連会長
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◎
平
成
二
十
七
年
度
臨
時
総
会
議
案

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
七
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算
補
正
（
案
）

承
認
の
件

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
の
件

第
三
号
議
案
　
平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算
（
案
の
一
）、

会
費
賦
課
基
準
（
案
の
二
）
及
び
借
入
金
限
度
額

（
案
の
三
）
承
認
の
件
 

第
四
号
議
案
　
平
成
二
十
八
年
度
常
勤
役
員
報
酬
（
案
）
承
認
の
件

第
五
号
議
案
　
平
成
二
十
八
年
度
共
済
事
業
計
画
（
案
）
及
び
特
別

会
計
予
想
損
益
計
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
六
号
議
案
　
千
葉
県
商
工
会
等
職
員
退
職
積
立
金
管
理
規
約
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

環
境
変
化
を
捉
え
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
支

環
境
変
化
を
捉
え
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
支
援援

～
平
成
二
十
七
年
度

臨
時
総
会

～
平
成
二
十
七
年
度
　
臨
時
総
会
～～
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◎
平
成
二
十
八
年
度
千
葉
県
商
工
会
連
合
会
重
点
事
業

一
、
第
２
次
商
工
会
機
能
強
化
計
画
に
対
す
る
支
援
の
実
施

二
、
経
営
発
達
支
援
計
画
の
策
定
に
向
け
た
支
援
の
実
施

三
、
経
営
発
達
支
援
事
業
に
対
す
る
支
援
の
実
施

四
、
小
規
模
企
業
振
興
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け
た
調

査
・
研
究
の
実
施

五
、
地
域
振
興
対
策
の
推
進

六
、
資
質
向
上
対
策
の
推
進

七
、
消
費
増
税
対
策
の
実
施

八
、
提
案
型
巡
回
指
導
の
強
化
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商工会は小規模事業者等の持続的な経営を支援します。

○小規模事業者持続化補助金

　小規模事業者が、商工会の助言等を受けて経営計画を作成し、その計画に沿って地道な販路開拓等に取り組む費用の
一部を補助するものです。
補助率２／３
補助上限額：５０万円、１００万円（雇用を増加させる取り組み・買い物弱者対策の取り組み・海外展開の取り組みを実施す
る場合）
現在募集中〜５月１３日（金）まで

○中小の小売事業者等に対するレジの導入・システムの改修等支援

　平成２９年４月導入予定の消費税軽減税率に伴う事業者の事務負担の増大に対応するため、複数税率対応レジの導入支
援、受発注システムの改修支援を行うものです。
【小売段階の支援】
対象：複数税率対応レジ
補助率２／３（３万円未満のレジの場合３／４）
補助上限額：一台あたり２０万円、４０万円（商品マスタの設定が必要な場合）
【流通段階の支援】
対象：受発注システム改修等支援
補助率２／３
補助上限額：１，０００万円（小売事業者）、１５０万円（卸売事業者等）
募集期間等は現在未定です。

○ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金（ものづくり補助金）

中小企業の革新的な新商品・サービス開発・生産性向上のための設備導入を支援するものです。
補助率２／３
補助上限額：１，０００万円（一般型）、５００万円（小規模型）、３，０００万円（高度生産性向上型）
現在募集中〜４月１３日（水）まで

○下請小規模事業者等新分野需要開拓支援事業

　親事業者の生産拠点が閉鎖・縮小された、又は閉鎖・縮小が予定されている影響により売上げが減少する下請小規模
事業者等が、取引先の多様化と経営の安定を図ることを支援するものです。
補助率２／３
補助上限額：５００万円
現在募集中〜５月３１日（火）まで【二次締切】

○中小企業等の省エネ・生産性革命投資促進事業費補助金

　一億総活躍社会を実現する強い経済を実現するために、中小企業等への省エネルギー設備の導入支援を行うことで投
資を促進し、生産性を向上させることを目的として支援するものです。
対象：高効率照明・高効率空調・産業ヒートポンプ・業務用給湯器・高性能ボイラ・低炭素工業炉・変圧器・冷凍冷蔵
庫・FEMS（但し、FEMS以外は買い替えが条件となります。）
補助率１／３
補助上限額１億円、補助下限額３０万円（大企業の場合５０万円）
現在募集中〜４月２２日（金）まで

平成２７年度補正、平成２８年度当初予算
国の中小企業・小規模事業者対策予算の主なポイント
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特集：小規模事業者持続化補助金申請のポイント
　小規模事業者持続化補助金とは、経営計画に基づいた、創意工夫を凝らした販路開拓事業に要する経費の一部を補
助するものです。新たな販促用チラシの作成、新商品の開発、商品パッケージのデザイン改良など、販路開拓につな
がる取組が補助対象となります。
　なお、平成２７年度は千葉県内商工会地域で８４９件の申請があり、内５４７件が採択されました。

　経営計画書・補助事業計画書について以下の項目に基づく加点審査が行われます。そのため、採択を受けるために
は、以下の観点を踏まえて申請内容を検討して下さい。
①自社の経営状況分析の妥当性
　　自社の製品・サービスや自社の強みを適切に把握しているか。
②経営方針・目標と今後のプランの適切性
　経営方針・目標と今後のプランは、自社の強みを踏まえているか。また、対象とする市場（商圏）の特性を踏ま
えているか。
③補助事業計画の有効性
　補助事業計画は具体的で実現可能性が高いものとなっているか。経営計画の今後の方針・目標を達成するために
必要かつ有効となっているか。また、小規模事業者ならではの創意工夫の特徴があるか。
④積算の透明・適切性
　　事業費の計上・積算が正確・明確で、事業実施に必要なものとなっているか。

平成二十七年度千葉県商工会青年部サクセス交流会開催
　平成二十七年度千葉県商工会青年部サクセス交流会が三月八日（火）千葉市において開催され、県内各地の商工会青年
部から、約百五十名の青年部員が参加しました。
　本年度の交流会では、各地域で活動する青年部の課題である、「地域と事業の発展」をテーマとした、三つの基調講演と、
全国商工会青年部連合会会長植村和宣氏による「全青連事業について」の講演が行われました。
　基調講演では一つ目に、天草市商工会青年部（熊本県）の天草青経塾塾長浦田勝也氏による「天草青経塾の取り組み～
経営について語り、学べる場～」、二つ目に、全国商工会連合会中小・小規模企業成長実行本部長増山壽一氏による、「儲
かる事業と地域をつくろう！～中小・小規模事業者の課題解決～」、三つ目に、吉川市商工会青年部（埼玉県）部長中里哲
也氏による、「地域活性化と青年部活動及び事業活動について」と題して講演が行われました。
　なお、吉川市商工会青年部の小林寿朗氏により、昨年十一月に兵庫県において開催された平成二十七年度商工会青年部
全国大会主張発表大会の再現が行われ、大いに会場が盛り上がりました。
　また、参加した青年部員からは、「今後の事業の参考としたい」などの声もあり大変有意義な交流会となりました。

全国商工会青年部連合会　会長　植村 和宣　氏 天草青経塾　塾長　浦田 勝也　氏 吉川市商工会青年部　部長　中里 哲也　氏
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会会審査委員（上段）と発表者（下段）

増山壽一講師

最優秀賞の秋山優子さん

諸橋副知事を囲んでの記念撮影

協会けんぽ加入者・事業主の皆様へ

協会けんぽ千葉支部からのお知らせ
平成２８年度保険料率

本年３月分（４月納付分）より

９．９３％
※介護保険料率は１．５８%で据え置き

お問い合わせは、企画総務グループ
（電話０４３-３０５-０５２２）まで

諸橋副知事（左）による表彰状授与


